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 要 旨 

目的： 

中程度の飲酒が、糖尿病患者において低い循環器死亡および早期死亡リスクと関連して

いるという報告がある。しかしながら、それらの報告において飲酒歴は考慮されていなか

った。そこで、糖尿病を有する男女において、過去の飲酒量を考慮した上で、現在の飲酒

量と死亡リスクとの関連を検討した。 

 

方法： 

European Prospective Investigation into Cancer and Nutrition (EPIC)において、糖

尿病の確定診断を有する 4,797 名の対象者からなるコホートを形成した。男女はそれぞ

れ、ベースラインと過去の飲酒量によりカテゴリー化された。軽度飲酒群(>0-6 g/日)を基

準群とした多変量コックス回帰モデルにより、総死亡のハザード比 (HR) と 95 % 信頼区

間(CI)を算出した。 

 

結果： 

軽度飲酒群と比べ、6 g/日以上の飲酒は総死亡と関連していなかった: 6-12 g/日以上の

HR は男性で 0·89 (95 % CI 0·61, 1·30) 女性で 0·86 (95 % CI 0·46, 1·60) であった。

過去の飲酒量を補正してもその関連は影響を受けなかった。ベースラインでの禁酒者は軽

度飲酒群と比べ高い死亡率を示した: 男性の HR 1·52 (95 % CI 0·99, 2·35) ; 女性の HR 1·81 

(95 % CI 1·04, 3·17)。 

 

結論： 

糖尿病患者を対象とした本研究において、軽度飲酒群と比べ、6 g/日以上の飲酒は総死

亡と関連していなかった。非飲酒者の高い死亡リスクは、現在禁酒しているかでなく、過

去の飲酒を反映している可能性がある。 


